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Ⅰ　
医
師
の
確
保
に
つ
い
て

Ｑ
：
長
野
県
の
医
師
数
は
全
国
30
位

と
少
な
い
が
、
医
師
を
確
保
す
る
た

め
の
基
本
的
な
施
策
の
方
向
性
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
？

知
事
：
来
年
度
は
医
師
確
保
計
画
を

策
定
す
る
。
医
師
不
足
の
地
域
に
対

す
る
集
中
的
な
医
師
確
保
対
策
を
県

が
主
体
的
に
行
う
。

Ｑ
：
上
伊
那
や
木
曽
は
医
師
数
が
少

な
く
地
域
に
よ
っ
て
医
師
数
の
偏
在

が
顕
著
で
あ
る
が
、
偏
在
を
解
消
す

る
た
め
の
今
後
の
対
応
は
？

健
康
福
祉
部
長
：
10
の
拠
点
病
院
に

よ
る
小
規
模
病
院
等
に
対
す
る
医
師

派
遣
を
促
進
し
て
、
小
規
模
病
院
等

に
お
け
る
安
定
的
・
継
続
的
な
診
療

体
制
の
維
持
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ
：
女
性
医
師
数
が
増
加
す
る
傾
向

に
あ
り
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
が

あ
っ
て
も
女
性
医
師
が
就
労
し
や
す

い
環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
が
、

今
後
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
？

健
康
福
祉
部
長
：
離
職
後
の
復
帰
を

支
援
す
る
た
め
、
短
時
間
正
規
雇
用

な
ど
の
多
様
な
働
き
方
に
よ
る
就
労

を
可
能
に
し
て
い
く
。
院
内
保
育
所

の
設
置
、
24
時
間
病
児
保
育
の
実
施

な
ど
、
女
性
医
師
が
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
。

Ｑ
：
県
内
高
校
か
ら
の
医
学
部
進
学

者
数
が
低
迷
し
て
お
り
、
将
来
県
内

で
活
躍
す
る
医
師
を
確
保
す
る
た
め

に
、
医
学
部
進
学
者
数
を
増
や
す
必

要
が
あ
る
。
高
校
改
革
の
一
環
と
し

て
、
県
立
高
校
に
医
学
部
進
学
を
目

指
す
探
究
的
な
ク
ラ
ス
を
、
１
広
域

圏
に
１
校
程
度
設
置
す
る
こ
と
を
提

案
す
る
が
？

教
育
長
：
医
学
部
進
学
の
た
め
の
こ

う
し
た
仕
組
み
づ
く
り
は
必
要
。
高

校
改
革
に
関
す
る
各
地
域
の
協
議
会

で
も
、
こ
う
し
た
観
点
を
含
め
た
議

論
を
お
願
い
し
た
い
。

 

「
総
合
診
療
医
」
の

　
　
　
　
　 

養
成
に
つ
い
て

・
医
学
の
発
展
と
と
も
に
診
療
科
が

専
門
分
化
さ
れ
過
ぎ
た
今
日
、

特
定
の
臓
器
や
疾
患
に
限
定
す

る
こ
と
な
く
、
幅
広
い
視
野
で

患
者
を
診
る
医
師
「
総
合
診
療

医
」
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
。

・
「
総
合
診
療
医
」
と
し
て
の
メ
リ

ッ
ト
を
発
揮
し
て
い
る
例
と
し

て
、
伊
那
市
長
谷
の
「
美
和
診

療
所
」
が
あ
る
。
こ
の
診
療
所

に
は
、
鍼
灸
治
療
所
が
併
設
さ

れ
て
お
り
、
地
域
住
民
の
健
康

増
進
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

Ｑ
：
「
総
合
診
療
医
」
の
必
要
性
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
？

知
事
：
患
者
の
症
状
を
総
合
的
に
判

断
し
、
適
切
な
初
期
対
応
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
「
総
合
診
療
医
」
の
存

在
は
、
こ
れ
か
ら
極
め
て
重
要
。
特

に
長
野
県
の
よ
う
に
中
山
間
地
域
で

は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。

Ｑ
：
「
総
合
診
療
医
」
の
養
成
の
た

め
に
、
県
は
今
後
ど
の
よ
う
な
支
援

策
を
講
じ
て
い
く
の
か
？

知
事
：
実
際
に
受
診
し
た
患
者
の
診

察
を
通
じ
て
、
外
来
診
療
を
医
学
生

と
研
修
医
と
指
導
医
が
チ
ー
ム
で
学

ぶ
取
り
組
み
を
信
州
大
学
と
連
携
し

て
実
施
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
「
総

合
診
療
医
」
の
養
成
を
支
援
す
る
。

 

「
公
文
書
管
理
条
例
」
の

　
　
　
　
　 

制
定
に
つ
い
て

・
私
は
６
月
議
会
の
一
般
質
問
で

「
公
文
書
の
管
理
」
に
つ
い
て

取
り
上
げ
、
県
と
し
て
「
公
文

Ⅱ
公
文
書
管
理
条
例

医
師
の
確
保

9
月
県
議
会
一
般
質
問（
10
月
10
日
）

書
管
理
条
例
」
を
早
急
に
制
定

す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。 

・
こ
の
提
案
に
対
す
る
知
事
の
答
弁

は
、
「
条
例
化
す
る
こ
と
が
必

要
か
ど
う
か
も
含
め
て
検
討
す

る
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

・
そ
の
後
、
県
知
事
選
挙
が
あ
り
、

知
事
は
「
『
公
文
書
管
理
条

例
』
の
制
定
を
検
討
す
る
」
と

い
う
公
約
を
掲
げ
た
。

Ｑ
：
６
月
議
会
の
私
の
一
般
質
問
に

対
す
る
答
弁
と
比
較
し
て
、
知
事
の

選
挙
公
約
は
相
当
前
向
き
な
も
の
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
公
約
を
掲
げ

る
に
至
っ
た
理
由
は
？

知
事
：
県
知
事
選
挙
に
向
け
て
基
本

政
策
集
・
公
約
を
検
討
し
て
い
く
中

で
、
県
議
会
で
の
酒
井
議
員
の
提
案

が
参
考
に
な
っ
た
。
公
文
書
管
理
の

適
正
化
に
向
け
、
県
議
会
で
議
決
さ

れ
た
条
例
と
し
て
定
め
る
こ
と
が
適

当
と
考
え
た
。

Ｑ
：
選
挙
公
約
を
早
期
に
実
現
す
る

た
め
、
１
年
後
の
来
年
９
月
の
議
会

ま
で
に
条
例
案
を
議
会
に
提
出
す
べ

き
と
考
え
る
が
？

知
事
：
仕
事
の
仕
方
も
含
め
て
幅
広

い
観
点
で
検
討
を
行
い
、
見
直
し
の

方
向
性
を
本
年
度
中
に
取
り
ま
と
め

る
。
そ
の
上
で
、
県
議
会
を
は
じ
め

広
く
県
民
や
専
門
家
の
意
見
も
求
め

な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。
２
０
２
０

年
度
の
当
初
か
ら
施
行
で
き
る
よ
う

来
年
度
中
に
は
条
例
案
を
提
案
す
る
。

　
条
例
に
つ
い
て

Ｑ
：
長
野
県
な
ら
で
は
の
、
今
後
の

他
の
自
治
体
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う

な
条
例
を
制
定
す
べ
き
と
考
え
る

が
？

知
事
：
仕
事
改
革
・
働
き
方
改
革
に

繋
が
る
未
来
志
向
の
条
例
を
目
指
す
。

公
文
書
管
理
の
適
正
化
、
事
務
の
効

率
化
、
意
思
決
定
の
迅
速
化
等
を
図

る
た
め
公
文
書
管
理
の
推
進
に
も
努

め
る
。
新
た
に
制
定
す
る
条
例
が
、

「
公
文
書
管
理
条
例
」
の
全
国
的
な

モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

　
条
例
と
罰
則
規
定

 

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

・
森
友
問
題
に
お
け
る
文
書
管
理
に

関
し
て
、
「
公
文
書
管
理
法
」

が
存
在
し
な
が
ら
官
僚
に
よ
り

文
書
を
廃
棄
し
た
り
改
ざ
ん
さ

れ
た
が
、
そ
れ
は
法
律
違
反
に

関
す
る
罰
則
が
規
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
か
ら
だ
。

Ｑ
：
「
公
文
書
管
理
条
例
」
の
実
効

性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
条
例
に
違

反
し
た
場
合
の
罰
則
規
定
を
設
け
る

べ
き
と
考
え
る
が
？

知
事
：
公
文
書
の
不
適
正
な
取
扱
い

に
対
し
て
、
厳
正
に
対
処
し
そ
の
抑

止
を
図
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
。
条

例
案
の
作
成
に
際
し
、
国
や
他
県
の

動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
す
る
。

　
公
文
書
の
廃
棄
に
つ
い
て

Ｑ
：
県
が
条
例
を
制
定
す
る
場
合
、

「
重
要
な
公
文
書
の
廃
棄
に
当
た
っ

て
は
、
複
数
の
部
署
に
よ
る
ダ
ブ
ル

チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
廃
棄
の
可
否
を
判

断
す
る
」
旨
の
規
定
を
設
け
る
べ
き

と
考
え
る
が
？

総
務
部
長
：
重
要
な
公
文
書
は
厳
格

な
対
応
が
求
め
ら
れ
、
異
な
る
部
署

に
よ
る
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
は
有
効
な

手
法
。
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
く
。

再
Ｑ
：
専
門
家
の
意
見
や
国
・
他
県

の
動
向
を
参
考
に
す
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
専
門
家
や
国
・
他
県
が

参
考
に
す
る
よ
う
な
県
条
例
を
作
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

美
和
診
療
所（
鍼
灸
治
療
所
を
併
設
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

  

伊
那
市
長
谷

6月 議会一般質問 酒井質問：条例制定を提案※

知事答弁：条例が必要かどうか検討

9月 議会一般質問 酒井質問：条例案を来年９月議会までに
　　　　　提出することを提案
知事答弁：来年度中に条例案を議会に提出

8月 県知事選挙 知事公約：条例の制定を検討

今年（2018年度）

2019年度中の議会 知事が条例案を議会に提出
2019年度

2020年度中 条例制定
2020年度中 条例施行

2020年度

「公文書管理条例」制定までの流れ

議会での提案が
条例制定に
繫がります。

※


